
事例 ３歳に満たない子が１人の場合

掛金等を算定する時の標準報酬月額

年金額を計算する時の標準報酬月額（保障額）

申出書提出
養育特例の期間

基準月＝ ３歳に満たない子を養育することとなった日（子を出産したとき等）の属する月の前月となります。

☆
基
準
月

出生 復帰

３カ月

1

実際の報酬額

（従前標準報酬月額）
掛金・負担金免除

実際の報酬額

（育児短時間勤務等）

育児休業等終了時改定

就 業

（厚年１～４号）
産休 育休

就業・短時間勤務等

（厚年３号）

復帰後の標準報酬月額は、育児休業等終了時改

定するまでの間、産休前の額となります。

【ポイント】

育休復帰後、育児短時間勤務等により、標準報酬月額が子を養育することとなった日の属する月の前月（基準月）の

従前標準報酬月額を下回っているため、この額が本人申出により年金額の算定上、保障されることになります。ただ

し、掛金免除期間中は対象になりません。

★従前標準報酬月額の保障

養育特例の対象外



事例 ３歳に満たない子が複数いる場合

掛金等を算定する時の標準報酬月額

年金額を計算する時の標準報酬月額（保障額）

第１子 第２子

申出書提出 申出書提出

申出書(終了)提出

第１子の基準月＝ 第１子を出生したときの属する月の前月となります。

第２子の基準月＝ 第２子を出生したときの属する月の前月となります。第２子の基準月の標準報酬月額は、

育児短時間勤務等による実際の標準報酬月額となりますが、第２子に係る産前産後休業

開始により第１子に係る養育特例が終了した場合、第２子の基準月における標準報酬月

額は、第１子の従前標準報酬月額が保障されます。（厚年法第２６条第３項）

2

出生 復帰

３カ月

実際の報酬額

（従前標準報酬月

額）

掛金・負担金

免除

実際の報酬額

（育児短時間勤務等）

育児休業等

終了時改定

出生 復帰

育児休業等

終了時改定３カ月

実際の報酬額

（育児短時間勤務等）

☆
基
準
月

第１子に係る

養育特例の期間

第２子に係る

養育特例の期間

☆
基
準
月

掛金・負担金

免除

就 業

（厚年３号）

産

休

育

休

就業・短時間勤務等

（厚年３号）

【ポイント】

●第１子の養育特例期間中に第２子の産前産後の掛金・負担金免除が始まると第１子の養育特例は終了します。

●第２子に係る産前産後休業が開始した際、第１子に係る養育特例が適用できなくなるため、『３歳未満の子を養

育しない旨の届出書』の提出が必要となります。

●第２子の産前産後および育児休業期間の掛金・負担金免除期間は養育特例が適用されず、次の養育特例は第２子

の育休復帰後、再度提出することで適用になり、第１子のときに保障されていた従前標準報酬月額が保障されます。

産

休

育

休

就業・短時間勤務等

（厚年３号）

第１子の従前標準報酬月

額が保障される

★従前標準報

酬月額の保障

★従前標準報

酬月額の保障

養育特例の対

象外

養育特例の対

象外


